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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間における我が国の経済は、政府の経済・金融政策を背景にした円安や原油安などによ

り、大企業を中心に企業収益や雇用環境の改善など、景気は回復基調で推移しましたが、中国の金融不安など海外

景気の下振れリスクが依然として存在することなどにより、先行き不透明な状況が続いております。

 情報産業分野においては、クラウドコンピューティングやSaaSといった新規分野の拡大により、Webシステムの

重要性は一層高まっており、企業の設備投資については大企業を中心に改善の兆しが現れているものの、全般的な

コスト削減が求められ、依然として厳しい状況が続いております。

 このような情勢のもと、当社グループは、「①国内市場における確固たるプレゼンスの確立とグローバル展開の

加速、②ビジネス中枢分野及びグローバルで通用するソリューションへのレベルアップ、③サービス事業の全体レ

ベルアップと持続的な成長基盤の確立、④グループ経営のレベルアップと人材育成」を当期の重点方針として掲

げ、業績の向上に努めてまいりました。

 具体的には、「国内市場における確固たるプレゼンスの確立とグローバル展開の加速」として、ブラザー工業㈱

のサプライヤーポータルの基盤に採用される等、情報連携システムの基盤としてより一層の展開を図りました。

 また、当社製品が㈱富士キメラ総研発行の「ソフトウェアビジネス新市場2015年版」の「ワークフロー市場」分

野において、2008年の調査開始以来、８年連続第１位を獲得しました。

 「ビジネス中枢分野及びグローバルで通用するソリューションへのレベルアップ」としては、㈱セールスフォー

ス・ドットコムが提供する「Salesforce Sales Cloud」に当社が提供するWeb システム基盤「intra-mart Accel 

Platform」を連携させCRMから業務プロセスの進行状況が一元管理できるソリューションとして「Salesforce連携

intra-mart業務プロセステンプレート」をリリースしました。

 「サービス事業の全体レベルアップと持続的な成長基盤の確立」としては、当社提供のエンタープライズ向けク

ラウドサービス「Accel-Mart（アクセル・マート）」上にアルプスシステムインテグレーション㈱が開発した業務

改革ソリューション「ECOAS on intra-mart」を新サービスとして開始し、クラウド事業の一層の拡大を目指しま

す。

 この結果、当社グループの平成28年３月期第２四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高2,542,834千

円（前年同四半期比39.5％増）、営業利益134,378千円（前年同四半期 営業損失133,543千円）、経常利益

134,274千円（前年同四半期 経常損失128,976千円）、親会社株主に帰属する四半期純利益91,801千円（前年同四

半期 親会社株主に帰属する四半期純損失80,810千円）となりました。

 セグメントの業績は、次のとおりです。

① パッケージ事業

 「intra-mart」は、全国の特約店パートナを通じて販売しており、基幹製品である「Biz∫」の受注に遅れが

見られるものの、従来のワークフローから業務プロセス改善、基幹領域へシフトした基盤製品の上位モデルの販

売を中心に伸長し、全般に堅調に推移しました。

 この結果、売上高は1,254,106千円（前年同四半期比24.0％増）となりました。

 

② サービス事業

 「intra-mart」を利用したシステム開発やコンサルティングなどの周辺サービスは、子会社での関連サービス

の受注に遅れが見られるものの、金融系の継続案件やパッケージ製品の受注の伸びに伴うコンサルティングサー

ビスの伸長などにより、全般に好調に推移しました。

 この結果、売上高は1,288,728千円（前年同四半期比58.8％増）となりました。
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（当社グループの四半期業績の特性について）

 当社グループのパッケージ事業及びサービス事業（コンサルティング、システム開発等）は、一般企業を対象と

しており、事業年度を４月から３月までと定めている企業が多いため、システムの導入・検収が年度の節目である

９月及び３月に集中する傾向があります。サービス事業の一部の売上高の計上基準については、工事進行基準を適

用しておりますが、売上高の大半が工事完成基準（検収基準）である当社グループの業績にも季節的変動があり、

売上高、利益とも第２、４四半期に集中する傾向があります。

 

 

（２）財政状態に関する説明 

①資産

 当第２四半期連結会計期間末における資産は、現金及び預金が増加したことにより、4,382,956千円となり、前

連結会計年度末に比べ193,885千円、4.6％増加となりました。

 

②負債

 当第２四半期連結会計期間末における負債は、パッケージ事業の製品保守の未経過分である前受金が増加したこ

とにより、1,614,180千円となり、前連結会計年度末に比べ116,459千円、7.8％増加となりました。

 

③純資産

 当第２四半期連結会計期間末における純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により、2,768,775

千円となり、前連結会計年度末に比べ77,425千円、2.9％増加となりました。

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 我が国の経済は、政府の経済政策等により、企業の設備投資の回復が期待され、景気は回復基調で推移していく

ものと思われます。その中で情報産業分野は、クラウドコンピューティングやSaaS等の新たな技術分野での展開を

中心として、今まで以上に投資対効果の高いサービスが求められ、引き続き予断を許さない状況が続くものと思わ

れます。

 このような状況のもと、当社グループは引き続きSaaS・クラウドコンピューティング分野への進出に向けた統合

的Webソリューションを提供するため、継続的な製品開発やソリューションの開発を積極的に取り組んでまいりま

す。

 また、短納期・低コストといった市場動向は続くと思われますが、グループ全体で付加価値の高いソリューショ

ンの提供やサービスレベルの向上を実現することにより、エンタープライズ領域への事業領域の拡大を図ります。

 なお、サービス事業において、子会社の受注に遅れが見られるものの、パッケージ事業においては、基盤製品の

上位モデルの販売を中心に堅調に推移しており、サービス事業においても既存案件の拡大やクラウド分野のサービ

スが堅調に推移するものと見込まれるため、業績予想に変更はありません。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用）

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平

成25年９月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非

支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第2四半期連結累計期間及

び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,832,521 2,176,997 

売掛金 839,667 746,594 

たな卸資産 116,546 124,647 

繰延税金資産 36,603 50,637 

その他 114,317 152,717 

流動資産合計 2,939,656 3,251,594 

固定資産    

有形固定資産    

建物 85,459 93,431 

減価償却累計額 △17,245 △19,453 

建物（純額） 68,214 73,978 

工具、器具及び備品 93,864 101,474 

減価償却累計額 △54,134 △61,036 

工具、器具及び備品（純額） 39,730 40,438 

有形固定資産合計 107,944 114,416 

無形固定資産    

ソフトウエア 800,125 748,670 

ソフトウエア仮勘定 150,318 87,264 

その他 72 72 

無形固定資産合計 950,516 836,007 

投資その他の資産    

敷金及び保証金 120,280 111,034 

繰延税金資産 70,601 69,847 

その他 70 56 

投資その他の資産合計 190,952 180,937 

固定資産合計 1,249,413 1,131,361 

資産合計 4,189,070 4,382,956 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 216,800 244,025 

未払法人税等 113,927 81,953 

前受金 667,713 865,047 

賞与引当金 78,075 83,011 

その他 214,311 111,574 

流動負債合計 1,290,827 1,385,612 

固定負債    

退職給付に係る負債 178,140 196,149 

資産除去債務 28,752 32,418 

固定負債合計 206,892 228,568 

負債合計 1,497,720 1,614,180 

純資産の部    

株主資本    

資本金 738,756 738,756 

資本剰余金 668,756 668,756 

利益剰余金 1,203,487 1,295,288 

株主資本合計 2,610,999 2,702,800 

その他の包括利益累計額    

為替換算調整勘定 40,697 41,881 

その他の包括利益累計額合計 40,697 41,881 

非支配株主持分 39,653 24,093 

純資産合計 2,691,349 2,768,775 

負債純資産合計 4,189,070 4,382,956 
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

売上高 1,823,039 2,542,834 

売上原価 1,237,141 1,666,537 

売上総利益 585,897 876,297 

販売費及び一般管理費 719,441 741,918 

営業利益又は営業損失（△） △133,543 134,378 

営業外収益    

受取利息 53 42 

為替差益 3,647 - 

その他 866 167 

営業外収益合計 4,567 210 

営業外費用    

固定資産除却損 - 238 

その他 - 75 

営業外費用合計 - 314 

経常利益又は経常損失（△） △128,976 134,274 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
△128,976 134,274 

法人税等 △27,318 58,821 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △101,657 75,452 

（内訳）    

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△80,810 91,801 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △20,847 △16,348 

その他の包括利益    

為替換算調整勘定 △11,623 1,973 

その他の包括利益合計 △11,623 1,973 

四半期包括利益 △113,281 77,425 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △87,784 92,985 

非支配株主に係る四半期包括利益 △25,496 △15,559 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円） 

  パッケージ事業 サービス事業 合計 

売上高      

外部顧客への売上高 1,011,472 811,566 1,823,039 

セグメント間の内部売上高又は振替高 12,497 32,412 44,909 

計 1,023,970 843,978 1,867,948 

セグメント利益又は損失（△） 177,773 △115,238 62,535 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び

当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額  

報告セグメント計 62,535  

セグメント間取引消去 4,375  

全社費用（注） △200,454  

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業

損失（△）
△133,543  

 （注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円） 

  パッケージ事業 サービス事業 合計 

売上高      

外部顧客への売上高 1,254,106 1,288,728 2,542,834 

セグメント間の内部売上高又は振替高 19,407 15,429 34,836 

計 1,273,513 1,304,158 2,577,671 

セグメント利益又は損失（△） 366,747 △28,028 338,718 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び

当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額  

報告セグメント計 338,718  

セグメント間取引消去 2,381  

全社費用（注） △206,721  

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業

利益
134,378  

 （注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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